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高
齢
社
員
の
活
躍
が
、
組
織
の

新
陳
代
謝
を
遅
ら
せ
る
こ
と
も
あ
る

1
　
高
齢
社
員
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
あ
る

意
味
で
は
組
織
の
新
陳
代
謝
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
い
う
側
面
も
有
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
組
織
内
の
ポ
ス
ト
が
空
か
な
い
こ
と
で
中

堅
・
ベ
テ
ラ
ン
層
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ウ
ン
を
引
き

起
こ
し
た
り
、
あ
る
い
は
高
齢
社
員
が
仕
事
を
抱
え
て

し
ま
う
こ
と
で
適
切
に
技
能
伝
承
が
進
ま
な
い
、
と

い
っ
た
こ
と
は
典
型
例
で
す
。
こ
う
し
た
問
題
を
放
置

す
れ
ば
、
組
織
全
体
の
生
産
性
を
低
下
さ
せ
る
事
態
に

発
展
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
た
め
、
高
齢
社
員
の
活
躍
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
側
面
と
し
て
対
策
が

必
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
以
前
、筆
者
の
担
当
す
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
な
か
で
、

短
期
的
に
は
人
材
不
足
（
特
に
中
間
層
の
不
足
）
対
策

と
し
て
高
齢
社
員
の
活
用
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
一

方
、
５
年
・
10
年
単
位
の
中
長
期
で
見
る
と
、
逆
に
高

齢
社
員
が
増
え
過
ぎ
て
組
織
の
新
陳
代
謝
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
企
業
が
あ
り

ま
し
た
。

仮
に
A
社
と
し
ま
す
が
、
同
社
で
は
定
年
延
長
を

軸
に
短
期
的
な
高
齢
社
員
活
用
を
目
ざ
す
一
方
で
、
組

織
の
新
陳
代
謝
を
図
る
た
め
に
「
役
職
定
年
制
度
」
を

導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
役
割
・
職
責
が
変
更

に
な
る
高
齢
社
員
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る

多
様
な
働
き
方
の
可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
シ
ニ

ア
期
の
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
う
な
が
し
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

高
齢
社
員
の
意
識
改
革
を
う
な
が
す

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ポ
イ
ン
ト

2
　
引
き
続
き
Ａ
社
の
例
を
も
と
に
し
て
、
高
齢
社
員
の

意
識
改
革
を
う
な
が
す
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ａ
社
で
は
人
事
制
度
を
改
定
し
、
55
歳
で
の
役
職
定

年
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
役
職
定
年
に
よ
り
管
理
職
者

は
例
外
な
く
役
職
を
外
れ
、
現
役
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
戻

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
が
長
く
な
っ
て
い
た
高
齢
社
員
の
な
か
に

は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
現
場
に
戻
る
こ
と
に
対
し
て
※1　�役職定年制度の運用に関しては『エルダー』2021年12月号特集（13頁）「役職定年のメリット・デメリット」の�

「解説１ 役職定年制の導入・廃止と評価・処遇制度」も参考にしてください https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/202112.html
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高齢社員活躍支援高齢社員活躍支援ののポイントポイント

制度、
仕組みづくり生涯現役時代生涯現役時代のの

役
割
・
職
責
の
変
更
に
備
え
て
も
ら
お
う
！

株式会社新経営サービス 人事戦略研究所　マネージングコンサルタント　森中 謙介
　役職定年制度※１や定年再雇用制度によって「役割・職責」の変更を余儀なくされた 
高齢社員のなかには、大きくモチベーションを下げてしまい、その後も十分にパフォー
マンスを発揮することができない例も少なくないようです。第４回では、役割・職責
が変わった後も現役のプレイヤーとして活躍し続けてもらうために必要な、高齢社員の 
意識改革をうながすキャリア教育のポイントについて解説を行います。

4第 回



※2　�マインドセット……過去の環境・体験から形成され、固定化している物事の見方・考え方

消
極
的
な
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
Ａ
社
で
は
、
こ
う
し
た
役
割
・
職
責
の
変
更

を
と
も
な
う
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
を
抑

制
す
る
た
め
に
、
役
職
定
年
と
な
る
55
歳
以
降
の
社
員

を
中
心
と
し
て
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
見

つ
め
な
お
し
、
残
り
の
仕
事
人
と
し
て
の
人
生
を
前
向

き
に
過
ご
す
た
め
の
機
会
と
し
て
、「
高
齢
社
員
向
け　

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
※２
変
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
研
修

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
図
表
１
）。

A
社
に
か
ぎ
ら
ず
、
役
職
定
年
あ
る
い
は
定
年
再
雇

用
に
よ
り
役
割
・
職
責
が
変
更
に
な
っ
た
高
齢
社
員
の

活
躍
を
十
分
に
促
進
で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

特
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
経
験
が
長
か
っ
た
管

理
職
者
な
ど
は
、
役
職
定
年
に
よ
り
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か

ら
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
戻
る
に
あ
た
り
、
深
刻
な
「
目
標
喪

失
」
の
状
態
に
陥
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

例
え
ば
惰
性
で
業
務
を
行
っ
て
し
ま
い
、
成
長
・
進
化

が
図
ら
れ
ず
、
結
果
的
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
高
齢
社
員
向
け　
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
変
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
陥
っ
て
い
る
高
齢
社

員
層
に
対
し
て
、

①�

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
集
大
成
を
迎
え
て

お
り
、「
つ
ち
か
っ
て
き
た
技
能
を
最
大
限
に
発
揮

す
る
と
き
で
あ
る
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え

方
を
醸
成
す
る
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図表1　高齢社員向け マインドセット変革プログラム例

※ 新経営サービス人事戦略研究所作成資料

時間 実施概要 実施形式

【初日】
9：00 Ⅰ．オリエンテーション　①研修プログラム概要説明　②アイスブレイク 講義

体感ワーク

9：40

～

13：40

Ⅱ．「バリュー：価値観言語化」フェーズ
　①�「自分史」ワーク　�
  幼少期から現在に至るまでの半生をふり返り、相互につちかわれた価値観をフィー�
  ドバック

　②�「自己概念」ワーク �
  ｢自分とは何者か？」を検討するワークを通じて価値観探索

　③�「重要バリュー」言語化～業務具現化検討
　　� ①②をふまえて価値観を言語化。その価値観に沿って今後の業務をどのように�
  進めるべきか？を検討

グループワーク
講義
個人ワーク

13：40

～

16：40

Ⅲ．「ストレングス：強み探索」フェーズ
　①� �成功体験インタビュー　�

半生のなかでの成功体験【時期・テーマ・成功に導いた要素（自身・他者要素）など】
を思い起こし、相互伝達。その内容より、メンバーから30 ～ 40 項目の強みフィー
ドバックを受ける

　② �上位者からの手紙
　　　 �受講者一人ひとりの上司に、事前作成してもらっている本人の強みと感じている

内容・今後の期待事項を記した手紙を配付
　③ ストレングス活用施策検討

　　　 ①②の強みを今後の業務で「どのように活かすか？」を検討

講義
グループワーク
手紙配付
個人ワーク

16：40 Ⅳ．初日のふりかえりとまとめ　※ 17：00 終了 グループワーク

【２日目】
9：00 Ⅴ．初日レビュー 講義

9：10

～

16：00

Ⅵ．「マスト：期待事項検討」フェーズ
　　①�期待役割ブレイクダウン検討
　　　�事前に策定している期待役割発表～解説。以下の手順で現場において、役割遂行

をどのように果たすことが効果的なのか、自身の存在価値を高めるのかを対話形
式で検討

　　　�1st グループ別担当決定　2nd コアチーム検討　3rd ブラッシュアップチーム検討
4th コアチーム再検討　   5th 全体対話

　　②�重要マインドセット事項の確認　・クリティカルシンキング　・時間感覚　など

個人ワーク
グループワーク
全体対話
講義

16：00 Ⅶ．クロージング　「パフォーマンス向上計画」策定　※ 17：00 終了 グループワーク

高齢社員活躍支援高齢社員活躍支援ののポイントポイント生涯現役時代生涯現役時代のの



い
ま
の
評
価
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
シ

ニ
ア
と
し
て
の
今
後
の
働
き
方
を
考
え
る
な
か
で
、
自

身
の
強
み
、
自
身
の
仕
事
に
対
す
る
と
ら
え
方
・
価
値

観
、
自
身
の
や
る
気
の
源
泉
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
の
か
、
と
い
っ
た
幅
広
い
観
点
で
の
自
己
理
解
を
目

ざ
し
ま
す
。

研
修
効
果
を
高
め
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
多
面
評
価
（
３
６
０
度
評
価
と
も
い
う
）
も
取
り
入

れ
て
い
ま
す
（
図
表
２
）。
上
司
、部
下・後
輩
、同
僚
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
自
身
に
対
す
る
評
価
を
客
観
的
に

実
施
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
1
人
で
は
気
づ
け
な
い
観

点
を
得
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

（
２
）�

期
待
役
割
明
確
化（「
マ
ス
ト=

期
待
事
項
検
討
」

フ
ェ
ー
ズ
）

会
社
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
短
期
視
点
で
は
な

く
中
長
期
視
点
で
必
要
な
事
項
に
至
る
ま
で
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
観
点
を
抽
出
し
ま
す
。

研
修
の
な
か
で
は
タ
ブ
ー
を
な
く
し
て
、
会
社
に
対

す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
も
で
き
る
だ
け
吐
き
出
さ
せ

る
な
か
で
、
リ
ア
ル
な
課
題
感
を
共
有
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
い
ま
ま
で
の
仕
事
の
や
り
方

を
変
え
、
新
た
に
自
身
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
自
身
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か

け
て
検
討
し
ま
す
。

い
ま
現
在
の
会
社
の
業
績
ア
ッ
プ
に
向
け
て
で
き
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
い
ま
す
ぐ
に
は
業
績
に
つ
な
が
ら
な

い
が
中
長
期
的
に
考
え
て
い
ま
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

後
々
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
事
項
に
つ
い
て
、
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
だ
か
ら
こ
そ
貢
献
で
き
る
事
項
を
探
す
、
と

い
う
観
点
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
検
討
を
自
身
で
、
ま
た
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

相
互
に
話
し
合
う
な
か
で
、
高
齢
社
員
と
し
て
会
社
に

期
待
さ
れ
る
役
割
を
整
理
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し

た
（
図
表
３
）。

（
３
）
研
修
成
果
の
ま
と
め

Ａ
社
で
は
、
研
修
を
通
じ
て
高
齢
社
員
層
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

役
割
・
職
責
の
急
激
な
変
更
を
受
け
て
、
今
後
の
キ
ャ

リ
ア
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
ず「
目
標
喪
失
」の
状
態
に
あ
っ

た
社
員
も
い
ま
し
た
が
、
研
修
の
な
か
で
、

・
大
切
に
し
て
い
き
た
い
価
値
観

・
成
功
体
験
に
基
づ
く
有
用
な
強
み

・
上
司
を
始
め
と
し
た
周
囲
か
ら
の
期
待

を
深
く
掘
り
下
げ
て
検
討
・
確
認
し
た
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
目
標
を
具
体
的
に
見
出
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

研
修
後
は
、
高
齢
社
員
層
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
変
革

に
と
も
な
う
成
功
例
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
技
能
伝
承
を
目
的
と
し
た
高
齢
社
員
に

よ
る
社
内
勉
強
会
は
若
手
社
員
を
中
心
に
非
常
に
好
評

で
あ
り
、
人
材
育
成
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

②�

組
織
・
上
司
の
期
待
を
も
と
に
、
自
身
の
こ
れ
か

ら
の
役
割
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
目
標
を

見
出
す

③�
年
齢
を
理
由
に
自
己
啓
発
を
怠
る
の
で
は
な
く
、
環

境
変
化
に
適
応
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
獲
得
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る

と
い
っ
た
こ
と
を
通
じ
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
改
善
を

図
り
、
組
織
全
体
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
主

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
Ａ
社
で
は
こ
の
研
修
の
受
講
対
象
者
を
55
歳

以
上
の
社
員
（
役
職
定
年
者
を
含
む
、
役
割
・
職
責
の

大
幅
な
変
更
が
行
わ
れ
た
社
員
）
と
し
、
１
チ
ー
ム
５

～
６
人
程
度
の
小
チ
ー
ム
を
編
成
し
ま
し
た
。
研
修
を

通
じ
て
自
身
の
こ
と
を
改
め
て
理
解
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
同
じ
境
遇
で
あ
る
同
年
代
の
者
同
士
が

相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
研
修
成
果
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

具
体
的
な
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
同
社
で
得
ら
れ
た

成
果
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
）�

自
己
理
解
（「
バ
リ
ュ
ー
＝
価
値
観
言
語
化
」

フ
ェ
ー
ズ
お
よ
び
「
ス
ト
レ
ン
グ
ス
＝
強
み
探

索
」
フ
ェ
ー
ズ
）

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
現
在
の
仕
事
状
況
に
も
触
れ

つ
つ
、
自
身
の
仕
事
人
生
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
直

す
（
強
み
の
再
認
識
）
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
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図表3　高齢社員用 期待役割基準例

※ 新経営サービス人事戦略研究所作成資料

No 期待役割項目 期待役割詳細

① 技能伝承 暗黙知化している熟達したノウハウを可能なかぎり形式知化し、
後進の能力に合わせた指導を行い、効果的に技能の伝承を図る。

② 人脈継承 過去の活動のなかでつちかってきた顧客・協力会社などの人脈を
後進に継承する。

③ クリティカルシンキング 現状の仕事の進め方に疑問を持ち、より効果的・効率的な方法を
模索し、組織に提言する。

④ フォロワーシップ発揮 上司が打ち出す方針の意図・想いを理解し、積極的に推進すると
ともに、方針実現に向けた意見具申を行う。

⑤ イニシアティブ 上司からの指示を待つのではなく、能動的に自ら取り組むべき
課題を見つけて業務にあたる。

図表2　高齢社員用 多面評価シート例

※ 新経営サービス人事戦略研究所作成資料

多面評価シート（シニア社員研修用）

対象期間　令和　　　  年　　　  月～ 年　　　  月

対
象
者

氏名

役職 所属

評
価
者

氏名

役職

＜評価の留意点＞
①対象者本人の“気づき”につながるよう、評価者はできるだけ率直な評価内容を記入してください。
②評価者の誰がどんな評価を行ったかは、直接分からない仕組みにしています。

【対象者の行動レベル】次の15項目について、対象者の行動を4段階で評価してください。

【成長に向けたアドバイス】本人の「成長に向けたアドバイス」を記入してください。

【長所についてのコメント】本人の「長所についてのコメント」を記入してください。

１：できていない　　２：どちらかといえばできていない　　３：どちらかといえばできている　　４：できている

■すべての項目について、選択、または記述してください。

所属

関係

No

1

点  数評 価 の 内 容

上司が不在の場合でも、業務に対する姿勢は変わらないか

会社や部門の方針・計画を、自らの言葉でメンバーに伝えているか

目標の達成に向けて、具体的な計画を立て、その段取りを指示しているか

困難な状況でも、目標達成にこだわり、粘り強く努力しているか

周囲を巻き込んで、全体を目ざす方向に動かせているか

クレームやトラブルに対して、責任を持って自ら解決しようとしているか

言葉と行動は一致しているか

上司・部下・同僚・関係先とのコミュニケーションに努め、情報を共有できているか

他部署への働きかけ、連携を図っているか

メンバーが自由・活発に意見や提案を出し、行動することを奨励しているか

メンバーが相談しやすい雰囲気をつくっているか

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 好き嫌いといった感情や感覚ではなく、事実にもとづいて人物や仕事ぶりを評価しているか

部下・後輩の仕事ぶりや日々の変化を理解しようとしているか

自己管理や感情のコントロールができているか

自らの能力や知織を高めるために、定期的な自己啓発を行っているか

13

14

15

高齢社員活躍支援高齢社員活躍支援ののポイントポイント生涯現役時代生涯現役時代のの



定
年
後
再
雇
用
と
労
働
契
約
法

第
19
条
の
適
用
関
係

1定
年
後
に
、
期
間
を
定
め
た
労
働
契
約
と
し
て
再

雇
用
を
締
結
す
る
会
社
は
多
く
、
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
に
基
づ
く
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
と
し
て
最

も
採
用
率
が
高
い
措
置
で
す
。

定
年
後
再
雇
用
に
お
い
て
は
、
１
年
ご
と
に
契
約

を
更
新
す
る
こ
と
や
、
定
年
時
に
定
め
た
労
働
条
件

が
維
持
さ
れ
た
ま
ま
65
歳
ま
で
の
再
雇
用
契
約
が
締

結
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
、
定
年
後
の
再
雇
用
に
お
い
て
、
労
働

契
約
法
第
18
条
が
定
め
る
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
6
条
第
1
項
に
基
づ
く

第
二
種
計
画
認
定
を
申
し
出
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
そ
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る

な
ど
、
通
常
の
有
期
雇
用
契
約
と
は
適
用
関
係
が
若

干
相
違
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
労
働
契

約
法
第
19
条
が
、
有
期
労
働
契
約
に
つ
い
て
、
①
無

期
労
働
契
約
と
社
会
通
念
上
同
視
で
き
る
場
合
、
ま

た
は
②
更
新
さ
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い

て
合
理
的
理
由
が
あ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
に
は
、
解
雇
と
同
様
に
、
客
観
的
か
つ
合
理

定
年
時
に
労
働
条
件
を
提
示
す
る
こ
と
と
は
異
な
り
、
労
働
契
約
法
第
19
条
に
よ
る
保
護
が

働
く
こ
と
に
な
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
示
す
る
労
働
条
件
が
合
理
的
な
内

容
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
な
ど
に
は
、
従
前
と
同
様
の
条
件
で
労
働
契
約
が
延
長
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
提
案
内
容
や
そ
の
説
明
を
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

A
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低
調
な
定
年
後
再
雇
用
者
と
の
再
雇
用
契
約
を
打
ち
切
る
こ
と

は
で
き
る
の
か

定
年
退
職
後
に
再
雇
用
し
て
い
る
従
業
員
の
働
き
ぶ
り
が
悪
く
、
再
雇
用
契
約
の
更
新
の
際

に
、
労
働
条
件
を
引
き
下
げ
る
提
案
を
行
い
、
こ
れ
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
場
合
に
は
契
約
を

更
新
す
る
意
向
が
な
い
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
定
年
時
に
も
労
働
条
件
は
あ
る

程
度
引
き
下
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
労
働
条
件
で
あ
る
こ
と
を
加
味
し
て
も
、
労
働
条
件
に
見
合

う
だ
け
の
働
き
を
し
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
労
働
条
件
の
引
下
げ
に
応
じ
な
い
と
き
に

再
雇
用
契
約
を
更
新
し
な
い
こ
と
に
問
題
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

Q 1

　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は
変化するうえ、ときには重要な判例も出されるため、日々情報収集することは欠かせません。
本連載では、こうした法改正や重要判例の理解をはじめ、人事労務担当者に知ってもらいたい
労働法などを、Q＆A形式で解説します。

第54回   定年後再雇用の雇止めと労働条件、固定残業代の要件
弁護士法人 ALG&Associates　執行役員・弁護士　家永　勲
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的
な
理
由
が
あ
り
、
社
会
通
念
上
の
相
当
性
が
な
い

か
ぎ
り
、
契
約
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

定
め
て
い
る
内
容
が
、
定
年
後
再
雇
用
に
つ
い
て
も

適
用
さ
れ
る
の
か
争
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も

し
、
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
契
約
更
新
を
拒
絶
で

き
な
い
と
す
れ
ば
、「
従
前
の
有
期
労
働
契
約
の
内

容
で
あ
る
労
働
条
件
と
同
一
の
条
件
で
当
該
申
込
み

を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
労
働
条
件
の
変
更
が
叶
わ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
定
年
後
再
雇
用
者
に
関
し

て
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
適
用
除
外
が
可
能
で
あ
る

こ
と
は
法
律
上
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
定
年
後

再
雇
用
の
労
働
者
に
つ
い
て
、
労
働
契
約
法
第
19
条

が
定
め
る
有
期
労
働
契
約
の
更
新
等
に
対
す
る
規
制

を
除
外
す
る
旨
の
規
定
が
存
在
し
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
定
年
後
再
雇
用
の
有
期
雇
用
労
働
者
で

あ
っ
て
も
、
労
働
契
約
法
第
19
条
に
よ
る
保
護
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

裁
判
例
の
紹
介

2定
年
後
に
再
雇
用
し
た
後
の
労
働
条
件
の
変
更
に

つ
い
て
、
本
連
載
の
第
48
回
（
本
誌
２
０
２
２
年
５

月
号
）
で
は
、
労
働
条
件
の
変
更
が
許
容
さ
れ
た
裁

判
例
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
逆
に
、
労
働
条
件
の
変

更
を
理
由
と
す
る
再
雇
用
契
約
の
拒
絶
が
違
法
と
判

断
さ
れ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

広
島
高
裁
令
和
２
年
12
月
25
日
判
決
（
Y
社
事
件
。

原
審
は
山
口
地
裁
宇
部
支
部
令
和
２
年
４
月
３
日
判

決
）
は
、
定
年
退
職
を
経
た
後
に
再
雇
用
契
約
を
締

結
し
て
い
た
労
働
者
の
労
働
条
件
の
引
下
げ
と
そ
れ

を
拒
絶
し
た
労
働
者
へ
の
対
応
が
問
題
と
な
っ
た
事

案
で
す
。

こ
の
事
案
の
使
用
者
は
、
定
年
後
再
雇
用
し
た
労

働
者
に
対
し
て
は
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
み
が

適
用
さ
れ
、
労
働
契
約
法
第
19
条
は
適
用
さ
れ
な
い

と
主
張
し
ま
し
た
が
、「
被
控
訴
人
の
定
年
退
職
後
の

再
雇
用
自
体
で
は
な
く
、
被
控
訴
人
の
定
年
退
職
に

伴
っ
て
締
結
さ
れ
た
有
期
労
働
契
約
で
あ
る
本
件
継

続
雇
用
契
約
の
更
新
の
有
無
及
び
そ
の
内
容
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
事
案
で
あ
る
か
ら
、
同
条
の
適
用
な

い
し
準
用
の
あ
る
事
案
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
」
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。
要
す
る
に
、
定
年
直
後
に
行
う

再
雇
用
に
関
し
て
は
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
適
用

さ
れ
る
場
面
と
な
る
が
、
そ
の
後
の
再
雇
用
の
更
新

に
つ
い
て
は
労
働
契
約
法
第
19
条
が
適
用
さ
れ
る
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
労
働
契
約
更
新
の
期
待
に
関
し
て
地
裁
の

判
断
を
維
持
し
て
、「
被
告
嘱
託
規
定
3
条
は
、
第
2

条
に
定
め
る
期
間
を
過
ぎ
た
後
も
定
期
健
康
診
断
の

結
果
が
良
好
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
6
つ
の
条
件
を
備

え
た
者
に
つ
い
て
は
例
外
な
く
満
65
歳
の
誕
生
日
の

属
す
る
賃
金
締
切
日
（
属
す
る
月
の
賃
金
締
切
日
と

い
う
趣
旨
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。）
ま
で
再
雇
用
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
」
い
た
こ
と
、
6
つ
の
条
件
を

満
た
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、「
原
告
は
、
平

成
29
年
3
月
1
日
以
降
も
被
告
に
お
い
て
再
雇
用
さ

れ
る
と
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
理
的
理
由
が
あ

る
」
と
判
断
し
、
労
働
契
約
法
第
19
条
が
適
用
さ
れ

る
基
礎
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

雇
止
め
の
理
由
が
客
観
的
か
つ
合
理
的
な
も
の
で
あ

り
、
社
会
通
念
上
相
当
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
従

前
と
同
一
の
労
働
条
件
を
維
持
し
て
、
雇
用
を
継
続

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
雇
止
め
に
関
す
る
客
観
的
か
つ
合
理
的
な

理
由
の
有
無
お
よ
び
社
会
通
念
上
の
相
当
性
に
つ
い

て
は
、
使
用
者
が
、
3
種
類
の
労
働
条
件
を
提
案
（
う

ち
２
つ
は
就
業
日
数
の
減
少
に
と
も
な
う
賃
金
減
額

が
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
１
つ
は
賃
金
額
を
維

持
し
て
就
労
場
所
を
変
更
す
る
内
容
）
し
て
お
り
、

そ
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
を
合
理

的
な
理
由
と
し
て
主
張
し
て
い
た
と
こ
ろ
「
そ
も
そ

も
、
本
件
継
続
雇
用
契
約
の
時
点
で
原
告
の
定
年
退

職
時
の
給
与
の
6
割
程
度
の
給
与
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
、
本
件
提
案
は
、
本
件
継
続
雇
用
契
約
の
更
新
時

に
上
記
給
与
の
額
を
更
に
減
額
し
た
り
、
就
労
場
所

に
係
る
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
を
伴
っ
た
り
す
る

内
容
の
も
の
で
あ
り
、
被
控
訴
人
が
上
記
内
容
に
合

意
し
な
い
こ
と
を
も
っ
て
上
記
更
新
を
拒
絶
す
る
こ

と
を
正
当
化
し
得
る
も
の
で
は
な
い
」
と
評
価
さ
れ
、

「
被
控
訴
人
が
こ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
は
相
応
の
理

由
が
あ
り
、
控
訴
人
に
と
っ
て
も
被
控
訴
人
に
よ
る

拒
絶
を
十
分
想
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
併
せ

考
慮
す
る
と
、
本
件
提
案
を
被
控
訴
人
が
受
け
入
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
控
訴
人
に
よ
る
本
件
継

続
雇
用
の
更
新
拒
絶
に
つ
い
て
客
観
的
に
合
理
的
な
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理
由
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

結
論
と
し
て
は
、
定
年
後
再
雇
用
時
に
定
め
た
労

働
条
件
と
同
一
の
内
容
で
再
雇
用
契
約
が
成
立
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
て
、
雇
止
め
を
実
施
し
た
と
き
か

ら
判
決
時
点
ま
で
の
賃
金
（
バ
ッ
ク
ペ
イ
）
と
そ
れ

に
対
す
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

従
前
紹
介
し
た
事
案
と
の
相
違
点
は
、
労
働
条
件

の
変
更
が
個
別
の
労
働
者
個
人
の
問
題
で
あ
っ
た
か

定
年
後
再
雇
用
者
全
体
の
問
題
で
あ
っ
た
か
（
こ
の

違
い
が
個
別
の
労
働
者
に
と
っ
て
の
従
前
と
同
一
の

労
働
条
件
に
よ
る
更
新
の
期
待
に
相
違
を
生
じ
さ
せ

た
）、
労
働
条
件
の
変
更
理
由
に
対
し
て
合
理
的
な
理

由
が
あ
り
そ
の
こ
と
を
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
い
た

か
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

60
歳
以
降
の
再
雇
用
契
約
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
が
義
務
で
あ
る
こ
と
と
相

ま
っ
て
、
更
新
に
対
す
る
期
待
可
能
性
が
肯
定
さ
れ

や
す
く
、
労
働
条
件
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
同
一
労

働
条
件
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
不
利
益
な
変

更
に
対
す
る
自
由
な
意
思
に
よ
る
同
意
の
獲
得
を
目

ざ
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
点
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

固
定
残
業
代
の
法
的
性
質

1固
定
残
業
代
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
理
解
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
が
無
効
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
の
リ
ス
ク
も
正
し
く
認
識
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

よ
く
あ
る
間
違
い
と
し
て
は
、
固
定
残
業
代
は
、

ど
れ
だ
け
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
、
深
夜
労
働
を

し
た
と
し
て
も
、「
固
定
額
以
上
の
金
額
を
支
払
わ

な
く
て
よ
い
」
と
理
解
し
て
い
る
例
で
す
。
固
定
額

で
働
か
せ
放
題
に
な
る
と
い
う
賃
金
体
系
を
労
働
基

準
法
は
許
容
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
固
定
残
業
代

が
無
効
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
①
過
去
の
割
増
賃
金

の
既
払
い
分
へ
の
充
当
が
否
定
さ
れ
る
、
②
割
増
賃

金
の
基
礎
と
な
る
賃
金
に
固
定
残
業
代
相
当
額
が
付

加
さ
れ
る
、
③
付
加
金
の
支
払
を
命
じ
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
、
と
い
っ
た
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

判
例
上
、
一
定
の
要
件
を
基
に
か
ろ
う
じ
て
許
容

さ
れ
て
い
る
の
が
固
定
残
業
代
で
す
。
前
払
い
し
て

い
る
割
増
賃
金
が
労
働
基
準
法
が
定
め
る
割
増
賃
金

の
最
低
基
準
額
を
超
え
て
い
る
か
ぎ
り
で
労
働
基
準

法
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
固
定
額
で
時
間
外
労
働
な
ど
を
さ
せ

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
固
定
額
が

時
間
外
労
働
な
ど
で
支
払
う
べ
き
割
増
賃
金
を
超
え

な
い
か
ぎ
り
で
許
容
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
超
過
し
た

場
合
に
は
、
超
過
部
分
を
支
払
う
義
務
は
消
滅
し
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

固
定
残
業
代
が
有
効
と
判
断
さ
れ
る
か
否
か
は
、
就
業
規
則
や
雇
用
契
約
の
規
定
が
重
要
で

す
が
、
規
定
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
、
固
定
残

業
代
と
し
て
有
効
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
36
時
間
と
い
う
時
間
外
労

働
と
大
き
な
乖
離
が
あ
る
場
合
に
は
有
効
と
判
断
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

A
固
定
残
業
代
が
有
効
と
な
る
場
合
、
有
効
と
な
ら
な
い
場
合
に
つ
い
て
教
え
て

ほ
し
い

営
業
職
を
募
集
す
る
際
に
、
求
人
サ
イ
ト
に
は
固
定
残
業
代
と
し
て
36
時
間
分
の
外
勤
手
当

を
支
給
す
る
旨
を
明
示
し
て
、
採
用
し
ま
し
た
。
採
用
後
も
、
外
勤
手
当
が
固
定
残
業
代
で
あ

る
こ
と
は
定
期
面
談
の
際
に
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

採
用
後
に
固
定
残
業
代
を
超
え
て
働
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
残
業
代
を
支
給

し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
退
職
後
に
、
固
定
残
業
代
は
有
効
で
は
な
い
と
主
張
し
て
、
在

籍
中
の
割
増
賃
金
を
請
求
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

請
求
に
応
じ
て
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Q 2
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固
定
残
業
代
の
有
効
要
件

2固
定
残
業
代
の
有
効
要
件
に
つ
い
て
、
最
高
裁
平

成
30
年
７
月
19
日
判
決
（
日
本
ケ
ミ
カ
ル
事
件
）
は
、

「
雇
用
契
約
に
お
い
て
あ
る
手
当
が
時
間
外
労
働
等

に
対
す
る
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
か
否
か
は
、
雇
用
契
約
に
係
る
契
約
書
等
の
記

載
内
容
の
ほ
か
、
具
体
的
事
案
に
応
じ
、
使
用
者
の

労
働
者
に
対
す
る
当
該
手
当
や
割
増
賃
金
に
関
す
る

説
明
の
内
容
、
労
働
者
の
実
際
の
労
働
時
間
等
の
勤

務
状
況
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
」
と

い
う
判
断
基
準
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
判
断
基
準
を

示
す
に
あ
た
っ
て
、
原
審
が
示
し
た
割
増
賃
金
の
金

額
を
正
確
に
把
握
し
続
け
る
仕
組
み
や
基
本
給
と
定

額
残
業
代
の
金
額
の
バ
ラ
ン
ス
の
適
切
さ
な
ど
は
必

須
で
は
な
い
と
も
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

固
定
残
業
代
の
有
効
要
件
と
し
て
、
①
基
本
給
と

残
業
代
が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
明
確
区

分
性
）、
②
固
定
の
手
当
が
実
質
的
に
時
間
外
労
働

の
対
価
の
趣
旨
で
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
対
価

性
）、
③
固
定
残
業
代
を
超
え
る
割
増
賃
金
に
つ
い

て
差
額
を
支
払
う
旨
の
合
意
（
清
算
合
意
）
が
必
要
、

と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
①
に
つ
い
て
は
、
基
本
給
と
残

業
代
が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
ど
の
範

囲
が
割
増
賃
金
の
前
払
い
で
あ
る
も
の
か
否
か
不
明

と
な
る
た
め
、
必
須
の
要
件
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い

ま
す
。
次
に
、
②
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
最
高
裁

判
例
が
「
雇
用
契
約
に
お
い
て
あ
る
手
当
が
時
間
外

労
働
等
に
対
す
る
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
か
否
か
」
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
対
価
性
と
い
う
要
件
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
内
容
は
明
確
区

分
性
の
要
件
と
重
な
る
部
分
が
大
き
く
、
明
ら
か
に

対
価
性
を
欠
く
場
合
（
割
増
賃
金
と
し
て
の
性
質
以

外
の
対
価
が
含
ま
れ
た
曖
昧
な
手
当
で
あ
る
場
合
）

に
は
問
題
と
な
り
得
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
場
合

以
外
に
は
要
件
と
し
て
は
機
能
し
づ
ら
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
最
後
に
③
の
清
算
合
意
に
つ
い
て
は
、
過

去
の
判
例（
平
成
24
年
3
月
8
日
判
決〈
テ
ッ
ク
ジ
ャ

パ
ン
事
件
〉）
の
補
足
意
見
で
、
固
定
残
業
代
で
は

割
増
賃
金
に
対
す
る
支
払
い
が
不
足
す
る
場
合
に
お

け
る
清
算
の
実
施
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
受
け
た

も
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
最
高
裁
判
例
を
み
て
も
清

算
合
意
が
必
須
と
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

裁
判
例
の
紹
介
に
つ
い
て

3こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
就
業
規
則
や
雇
用
契

約
に
お
い
て
、「
外
勤
手
当
」
を
固
定
残
業
代
と
し

て
取
り
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
、
固
定
残
業
代
と
し
て

有
効
で
あ
る
か
判
断
し
た
裁
判
例
が
あ
り
ま
す
（
大

阪
地
裁
堺
支
部
令
和
3
年
12
月
27
日
判
決
〈
株
式
会

社
浜
田
事
件
〉）。

こ
の
裁
判
例
に
お
い
て
労
働
者
側
か
ら
は
、
上
記

の
①
か
ら
③
が
固
定
残
業
代
の
有
効
要
件
で
あ
る
と

主
張
さ
れ
ま
し
た
が
、
裁
判
所
は
①
の
み
が
必
須
の

要
件
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
日
本
ケ
ミ
カ
ル

事
件
が
示
し
た
判
断
基
準
を
基
に
固
定
残
業
代
の
有

効
性
を
判
断
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、
求
人
募
集
に
お
い
て
時
間
数
（
36
時

間
分
）
お
よ
び
残
業
時
間
が
36
時
間
よ
り
も
少
な
く

て
も
減
額
す
る
こ
と
は
な
い
旨
が
明
示
さ
れ
て
い
た

こ
と
、
入
社
面
接
時
に
説
明
し
、
入
社
後
も
年
2
回

の
定
期
的
な
面
接
の
際
に
お
い
て
「
外
勤
手
当
」
は

36
時
間
分
の
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
を
含
ん
で
い

る
こ
と
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
ー
に
資
料
を
示
し
な
が
ら

説
明
し
て
い
た
こ
と
、
給
与
明
細
に
お
い
て
外
勤
手

当
を
ほ
か
の
手
当
と
区
分
し
て
支
給
し
て
い
た
こ
と

な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
就
業
規
則
の
規
定
や
雇

用
契
約
書
の
規
定
が
な
く
と
も
、
固
定
残
業
代
が
有

効
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

ま
た
、
固
定
残
業
時
間
を
超
え
て
い
た
月
が
若
干

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
超
過
し
て
い
た
時
間
数
に
相
当
す

る
割
増
賃
金
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
付
加
金
に
つ
い

て
の
み
支
払
い
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
固
定

残
業
時
間
と
の
乖
離
が
激
し
い
場
合
に
は
、
固
定
残

業
代
の
有
効
性
が
否
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
得
る
こ

と
も
日
本
ケ
ミ
カ
ル
事
件
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
た

め
、
乖
離
し
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
か
、
必
ず
超
過

部
分
の
支
払
い
を
実
施
す
る
な
ど
の
対
応
は
必
要
で

し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
明
確
区
分
性
の
み
に
依い

拠き
ょ

し
て
判
断

を
し
て
い
る
事
例
は
ほ
か
に
も
あ
り
（
大
阪
地
裁
令

和
3
年
1
月
12
日
判
決
）、
近
年
の
裁
判
例
に
お
け

る
一
つ
の
傾
向
と
も
い
え
そ
う
で
す
。
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●
当
機
構
で
は
、
10
月
５
日（
水
）
に
「
令
和
４
年
度
高
年

齢
者
活
躍
企
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
高
年

齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
企
業
の
表
彰
式
の
ほ
か
、

基
調
講
演
、
受
賞
企
業
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
講
演
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
模
様
は

本
誌
１
月
号
で
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

●
今
号
で
は
、
前
号
に
続
き
高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ

ス
ト
受
賞
企
業
の
な
か
か
ら
、
当
機
構
理
事
長
表
彰
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
企
業
の
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
企
業
も
70
歳
を
超
え
て
働
け
る
仕
組
み
を
導
入
し

て
い
る
、
ま
さ
に
高
齢
者
雇
用
の
先
進
企
業
。
高
齢
者
雇

用
の
推
進
に
向
け
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

●
10
月
か
ら
全
国
で
「
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、「
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
中

で
す
。
こ
れ
か
ら
開
催
の
会
場
も
あ
る
ほ
か
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
当
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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設
計
か
ら
施
工
ま
で

一
貫
し
て
に
な
え
る
希
少
な
存
在

ボ
イ
ラ
ー
や
焼
却
施
設
、
化
学
工
場

な
ど
で
金
属
な
ど
の
加
熱
・
溶
解
に
用

い
ら
れ
る
「
炉
」。
ふ
だ
ん
目
に
す
る

機
会
は
少
な
い
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な

と
こ
ろ
で
人
々
の
生
活
や
産
業
を
支
え

て
い
る
。
そ
の
な
く
て
は
な
ら
な
い
炉

を
、
耐
火
・
耐
熱
な
ど
の
特
殊
な
技
術

を
用
い
て
施
工
・
修
理
す
る
の
が
築
炉

工
だ
。
創
業
１
１
３
年
の
歴
史
を
持

つ
有
限
会
社
近
藤
築
炉
サ
ー
ビ
ス
の

3
代
目
、
近
藤
正
夫
さ
ん
も
そ
の
一

人
。
築
炉
技
能
士
１
級
の
国
家
資
格
を

40
年
以
上

40長
持
ち
す
る「
炉ろ

」を
つ
く
る

の
経
験
を
活
か
し

築ち
く

炉ろ

工こ
う

近こ

ん

藤ど

う

正ま

さ

夫お

さ
ん
（
68
歳
）
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持
ち
、
設
計
か
ら
施
工
ま
で
一
貫
し
て

に
な
え
る
数
少
な
い
存
在
で
あ
る
。
40

年
以
上
に
わ
た
る
経
験
の
な
か
で
つ
ち

か
わ
れ
た
技
術
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、

「
2
0
1
3
（
平
成
25
）
年
度
荒
川
マ

イ
ス
タ
ー
」、「
2
0
2
1
（
令
和
３
）

年
度
東
京
都
優
秀
技
能
者
（
東
京
マ
イ

ス
タ
ー
）」
に
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
て

い
る
。

材
料
や
工
数
に
関
す
る
知
識
と

現
場
で
の
施
工
技
術
に
優
れ
る

近
藤
さ
ん
が
請
け
負
う
案
件
の
約
９

割
を
修
理
が
占
め
て
い
る
。
炉
は
一
定

の
使
用
期
間
が
経
つ
と
劣
化
す
る
た

め
、
修
理
が
定
期
的
に
発
生
す
る
が
、

故
障
に
よ
る
依
頼
も
多
い
そ
う
だ
。
修

理
の
依
頼
を
受
け
る
と
、
ま
ず
図
面
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
必
要
な
材
料
を
積
算
す

る
。
築
炉
に
用
い
る
耐
火
材
に
は
、
レ

ン
ガ
や
セ
メ
ン
ト
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

粘
土
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、

主
要
材
料
で
あ
る
レ
ン
ガ
だ
け
で
も
用

途
に
応
じ
て
複
数
の
種
類
が
あ
る
。

「
強
度
や
断
熱
性
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
を
理
解
し
、
最
適
な
材
料
を
選

ぶ
こ
と
で
、
長
持
ち
す
る
炉
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」

設
計
で
も
っ
と
も
肝
心
な
の
が
、
工

数
※
の
見
積
り
。
現
場
は
ス
ペ
ー
ス
に

か
ぎ
り
が
あ
る
た
め
、
材
料
や
廃
材
の

搬
入
・
搬
出
を
考
慮
し
な
が
ら
、
必
要

な
人
数
と
日
数
を
割
り
出
し
て
い
く
。

施
工
で
は
、
レ
ン
ガ
積
み
の
技
能
が

重
要
に
な
る
。
レ
ン
ガ
に
接
着
剤
と
な

る
モ
ル
タ
ル
を
均
等
に
つ
け
、
す
き
間

な
く
平
ら
に
積
め
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
や
は
り
一
定
の
経
験
が
必
要
で
、

円
形
状
に
き
れ
い
に
積
め
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
一
人
前
だ
そ
う
だ
。

近
藤
さ
ん
が
こ
の
仕
事
で
大
事
に
し

て
い
る
の
は
、「
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
築
炉
」。
そ
の
た
め
に
、
常

に
長
持
ち
す
る
築
炉
を
心
が
け
る
。

「
修
理
の
と
き
は
、
真
っ
先
に
炉
に

入
っ
て
、
修
理
が
必
要
に
な
っ
た
原
因

を
探
り
ま
す
。
あ
る
場
所
の
レ
ン
ガ
が

せ
り
出
し
て
い
た
り
、
耐
火
材
の
表
面

の
色
が
部
分
的
に
違
っ
た
り
、
レ
ン
ガ
※　工数……�ある作業を完了するまでに必要な人数と時間を示す指標

「美しい炉は長持ちします。ですから、レンガを整然と積むことを重視しますし、積んだレンガの表面にモルタルがついていれば、きれいにします」と、�
近藤さんは話す

依頼の９割は修理。なかには事故によって破損した炉の修理も多くあり、
原因を特定して後で改良のための報告書を作成することもある
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専
攻
し
、
卒
業
後
は
耐
火
材
メ
ー
カ
ー

に
就
職
し
た
。
３
年
後
に
家
業
を
継
い

で
以
来
、さ
ま
ざ
ま
な
現
場
を
経
験
し
、

技
術
の
引
き
出
し
を
増
や
し
て
き
た
。

現
在
も
、
新
た
な
領
域
に
対
応
す
べ
く

貪
欲
に
学
ん
で
い
る
。

「
現
在
の
熱
源
は
石
油
燃
料
が
主
流

で
す
が
、
今
後
は
水
素
燃
料
や
バ
イ
オ

燃
料
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
も
、
新

た
な
熱
源
の
勉
強
を
し
て
、
今
後
の
築

炉
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」

「
身
に
つ
け
た
技
術
を
伝
え
た
い
」
と

後
進
育
成
に
も
注
力
。
他
社
の
社
員
や

海
外
の
技
術
者
に
も
指
導
を
行
っ
て
い

る
。今
後
は
、若
い
世
代
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
や
、
自
社
の
後
継
者
育

成
を
目
ざ
し
て
い
る
。「
も
の
づ
く
り

が
好
き
な
人
な
ら
、
こ
の
仕
事
は
楽
し

い
は
ず
」
と
話
す
近
藤
さ
ん
自
身
が
、

「
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
」
を
体

現
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

有
限
会
社
近
藤
築
炉
サ
ー
ビ
ス

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３（
３
８
０
７
）０
５
９
４

https://w
w
w
.e-kts.co.jp/

（
撮
影
・
福
田
栄
夫
／
取
材
・
増
田
忠
英
）

と
ほ
か
の
耐
火
材
と
の
相
性
が
悪
か
っ

た
り
。そ
う
し
た
原
因
を
見
き
わ
め
て
、

お
客
さ
ま
に
炉
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め

の
改
善
策
を
提
案
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
炉
の
仕
上
が
り
の
美
し
さ

も
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
同
心
円
状
に

積
ん
だ
レ
ン
ガ
が
き
れ
い
に
同
心
円
に

な
っ
て
い
る
か
。
も
し
出
っ
張
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
火
の
あ

た
り
が
強
く
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
」

故
障
で
緊
急
修
理
が
必
要
な
と
き

は
、
現
場
の
状
況
に
基
づ
い
た
迅
速
か

つ
的
確
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
ん

な
と
き
ほ
ど
、
近
藤
さ
ん
の
知
識
と
経

験
が
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

新
た
な
熱
源
に
対
応
で
き
る

築
炉
の
技
術
習
得
を
目
ざ
す

近
藤
さ
ん
は
、
10
代
の
こ
ろ
か
ら

「
父
や
職
人
さ
ん
た
ち
が
レ
ン
ガ
を
き

れ
い
に
積
み
上
げ
る
の
を
見
る
の
が
好

き
だ
っ
た
」
と
い
う
。
仕
事
を
継
ぐ
の

に
役
立
つ
だ
ろ
う
と
大
学
で
熱
工
学
を

レンガにモルタルを均等に塗り、平らに積むことにも熟練が求められる

事務所の入口は、築炉の技
能を象徴するレンガ造り

築炉に使うレンガゴテや目地ごてなどの道具類

40年以上の功績が認められ
「東京マイスター」として
東京都知事賞を受章

工房の一角。道具を使いやすいように自ら加工したり補修することも多い

築炉を手がけたアルミ溶解回転炉。61頁の写真はこの内部の様子
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脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

働くための

篠原菊紀（しのはら・きくのり）

1960（昭和35）年、長野県生まれ。
公立諏訪東京理科大学医療介護健康
工学部門長。健康教育、脳科学が専門。
脳計測器多チャンネルNIRSを使って、
脳活動を調べている。『中高年のため
の脳トレーニング』（NHK出版）など
著書多数。
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目標
30秒

第65回
負けた方が勝ちのじゃんけんトーナメントです。
じゃんけんトーナメント

　今回はじゃんけんトーナメント。ルールは負けるが勝ち。最弱が優勝です。メ
モは取らず頭のなかだけでチャレンジしてください。脳に記憶しながら考えるこ
とが脳トレの大事な要素です。

脳にメモをすることが大事
今回の脳トレ問題は、負けが勝ちになる変則じゃんけんトーナメントで
す。脳にしっかりメモしながら、順に考えていく力が要求される問題です。
このとき、「作業記憶」とも呼ばれる脳内のメモ帳のようなものであるワー
キングメモリが鍛えられます。
脳にメモをして、そこで何かをするのは面倒でストレスですし、年を取
るほどにこのような頭の使い方を避けるようになっていきます。しかし、
だからこそ、それが脳トレです。あきらめず、順序よく考えていきましょう。
くり返し脳にメモすれば解けるはずです。
また、こういった頭の働きを維持・向上させるには、有酸素運動や筋力
トレーニングが役に立つことが知られています。おすすめは「さっさか歩
き」と「ゆっくり歩き」を数分ずつ交互にくり返すインターバル速歩です。
さっさか歩きで３歩目を大股にすると、歩幅が確保され速度も落ちにくく
なります。数を管理していると脳トレにもなりますから、さっさか歩きで
は３歩目に大股がおすすめです。 【問題の答え】

F

A

A B C D E F G H

B C D

本題

例題

優勝

優勝

優勝したのはだれでしょう？ 10 秒で答えてください。

そう、優勝は Aでした。では本題です。

優勝したのはだれでしょう？ メモを取らずに 30 秒で答えてください。

パー

パーパーグーグー グーチョキ チョキチョキ

チョキ チョキグー
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（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構　各都道府県支部高齢・障害者業務課　所在地等一覧
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において
高齢者・障害者の雇用支援のための業務（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に
基づく申告・申請の受付、啓発等）を実施しています。� 2022年11月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒263-0004 千葉市稲毛区六方町274  千葉職業能力開発促進センター内 ※ 043-304-7730

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒781-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301

ホームページはこちら

※ 2022年10月3日（月）より、上記住所へ移転
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※ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大にともない、開催形式に変更が生じる場合があります。当機構ホームページで随
時お知らせしますので、ご確認ください。

※ シンポジウムについては、開催当日のライブ配信のほか、後日 YouTube においてオンデマンド配信を行います。
当機構ホームページでお知らせしますので、ご確認ください。

高齢者雇用に
取り組む事業主の
みなさまへ

生涯現役社会の実現に向けたシンポジウムのご案内
高齢者雇用に取り組む事業主のみなさまへ
　毎年ご好評をいただいている「生涯現役社会の実現に向けた
シンポジウム」を、本年度も開催します。
　令和３年４月に施行された改正高年齢者雇用安定法により、
「70歳までの就業確保」が努力義務となりました。このため、
本年度は、企業において高年齢者の戦力化を図るために関心の
高い「健康管理」「キャリア形成」などをテーマとして、10月～
12月にかけて４回開催します。
　内容は、学識経験者による講演をはじめ、高齢社員の戦力化に取り組んでいる企業や継続雇用・定年延
長を行った企業の事例発表、学識経験者をコーディネーターとしたパネルディスカッションが中心です。
　高年齢者が活躍できる環境整備の必要性や今後の高年齢者雇用について、みなさまとともに考える機会
にしたいと思いますので、ぜひご参加ください。

▲昨年度の様子

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構　雇用推進・研究部 普及啓発課
TEL：043‒297‒9527　FAX：043‒297‒9550　https://www.jeed.go.jp/
主 催  独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 後 援  厚生労働省 ほか

お問合せ先

特設サイト（https://www.jeed.go.jp/elderly/activity/moushikomi.html）
へアクセスし、専用フォームからお申し込みください。申込み方法

開催スケジュールは、以下の通りです。
なお、ご不明な点は、当機構 雇用推進・研究部 普及啓発課までお問い合わせください。 参加参加無無料料

テーマ 生涯現役社会の実現に向けた自律的キャリア形成
日　時 11月1日（火曜日）13:30～16:10 場　所 神田スクエアホール

ライブ配信同時開催
東京

テーマ 70歳就業時代におけるシニア活用戦略
日　時 11月25日（金曜日）13:30～16:05 場　所 神田スクエアホール

ライブ配信同時開催
東京

テーマ 70歳までの就業機会の確保に向けた“生涯キャリア形成”
日　時 12月6日（火曜日）13:00～15:55 場　所 オンライン配信のみ

オンライン


